




大学って、
“ 研究’'と “ 教育’'を

通して、社会の

発展に貢献する
ところなんですね。
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丁 ⑧ ※次のような予測・報告があります

＼ノ（
 

，
 

中学生の皆さんは、

「将来の変化を

予測することが

困難な時代」※

を生きていくこと

になります。
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では、 「これからの

社会に求められる力」

って、どんな力なの

子どもたちの 65％は

職業に就く 」
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今後 10~20年程度で、

半数近くの仕事が

自動化される可能性が高い 1
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2045年頃には

人工知能が人類を越える

「シンギュラリティ」に

到達する
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そんな社会では、

変化や課題に気がつき、 

その解決に向けて

取り組む力や

答えがある 問題について

考える力（知能）

けではなく、
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知っていること

（知識）を使って、

答えのない問いに

ついて考えるカ

（知性）が
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つまり、大学は、

課題に気がつくために

知識を得て、

その知識を生かす方法を

身につけるところ

なのですね。

令

令

令

令

令

⑬ 

＾ノ

大学での学びは、

皆さんの
“

選択肢
”

を広げ、

“

可能性
’

'を伸ばすことに

なるでしょう。





⑭ さきほど学生さんが、 

県立大学は

「学びを深められる大学」

「学びが加速する大学」

と言っていました。

県立大学の魅力を

面｝

大規模な大学とは

比べものにならない

くらい学生さんと

先生方の距離が近く、

手厚い指導ができる

ことが魅力の一つです。

少人数授業や、

学生さん一人ひとりに＼—11 I 
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・
／また、1年生では

基盤教育の学び
応じたきめ細かい I 各学部学科での
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キャリア支援を ・地域課題 :..11111 専門的な学びに向けて、．． 
1年生から行って •霞題解決 ・=�，，-.... --· I 幅広い教養を身につける
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・敦畏科目

います 。
J f!-”\ 基盤教育を計画的に

就職決定率も

多

※2025年度卒全学科就職決定率





恒］ 代表的なものとして、

学生さん と先生方が、

全学科混成チ ームで、

地域課題を解決する

アイデアを提案する

「やまぐち未来デザイン

プロジェクト」の授業を
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総合的な学習の時間の中で、

ふるさとや地域のことについて

課題を見つけ、どのように

解決していくことができるかを

考えたりしていますが、大学では

いろ いろな人の意見や考え方に

触れることができるのですね。

亙］ お話を聞いて、改めて

学部・学科の名称を見ると

県立大学 が山口県で

求められる人材を育てる

大学なのだと伝わってきます。

県立大学に進学して、

ふるさとに貢献したくなって

きました。

学長先生。

ありがとうございました。

では中 学生の私たちが

大学進学を考えていくに

あたって、どんな準備を

すればいいんでしょうか？




